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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本産業

機械工業会 (JSIM) 及び財団法人日本規格協会 (JSA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正す

べきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。

これによって，JIS B 8342 : 1986 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 
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日本工業規格          JIS 
 B 8342：2008 
 

小形往復空気圧縮機 
Small-size reciprocating air compressors 

 
1 適用範囲 

この規格は，定格出力 11 kW 以下の電動機又はこれに見合う内燃機関によって駆動される給油式，又は

無給油式の最高圧力 0.2～1.0 MPa の単動空冷 1 段往復空気圧縮機及び最高圧力 0.7～1.4 MPa の単動空冷 2

段往復空気圧縮機で圧縮機本体，空気タンクの上に圧縮機本体を搭載したもの，圧縮機を防音カバーで覆

ってあるものなどで，各種空気供給源として使用する圧縮機（以下，圧縮機という。）について規定する。 

なお，圧縮機の取扱空気は，大気で温度－5～40 ℃とする。また，0 ℃以下で特に凍結防止など対策を

必要とする場合には，受渡当事者間の協定による。 

注記 最高圧力とは，自動発停装置（圧力開閉器）又は容量制御装置（自動アンローダ）及び電子制

御装置が作動する圧力をいう。 

 

2 引用規格 

附属書 A に示す規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これ

らの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

 

3 種類 

圧縮機の種類は，潤滑方式，段数，駆動電動機の定格出力，及び圧縮機の最高圧力によって分け，表 1

のとおりとする。ただし，最高圧力は，表 1 の中間の圧力としてもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


